別紙

産学協力国際シンポジウムの開催経費の一部負担について

1． 趣　旨

独立行政法人日本学術振興会（以下「学振」という。）は、産学協力による学術の国際交流を推進するため、学振の産学協力研究委員会（以下「研究委員会」という。）が主催する国際シンポジウムについて、その開催に必要な経費の一部を負担する。

2． 対象となる国際シンポジウム

（1） 学振の研究委員会が主催するものであること。

（2） 原則として日本国内で開催するものであること。ただし、国外で開催するものであっても、特に必要と認められる場合は、対象とすることがある。

（3） テーマは学術的価値があり、当該研究委員会が対象とする研究分野の発展に資するものであること。

（4） 規模は、参加者が概ね100人以上で、うち外国人研究者が概ね20人以上含まれていること。また、開催に必要な経費が総額で概ね600万円以上であること。

3． 学振の負担対象とする経費

（1） 招へい外国人の旅費（航空賃、滞在費）

（2） その他会場借料、印刷製本費、会議運営費等会議開催のため直接必要な経費

4． 学振の負担する額

学振では、国際シンポジウム開催経費の２分の１以内で、概ね400万円を限度として

前項の経費を負担する。

5． 国際シンポジウム開催計画の提出及び経費負担の決定

学振は、研究委員会から提出のあった国際シンポジウム開催計画について、学術システム研究センターに、上記２．（３）の趣旨に基づく意見照会を行った上で、予算の範囲内で経費負担の対象シンポジウム及び負担額の決定を行う。
